
【集計結果の概要】

令和６年度

環境についてのアンケート

丹波篠山市農村環境課



アンケート概要

調査対象 市内小学６年生（324名） 有効回答
281名（86.7％）
※ネット回答システムにより実施

狙い・目的
児童（小学校6年生）の環境分野全般に関する経験や意識を把握することで、
今後の環境学習支援をはじめ、環境を守る取り組みを広めるために活用する。

調査項目

生きものに対する意識

ホタルの目撃経験の有無

自然体験の有無

農都のめぐみ米への意識

プラごみ一括回収への意識
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問１ 生きものが好きですか(年度別)
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問２ 市内でゲンジボタルを見たことがありますか (年度別)
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問３～６ 市内の〇〇で遊んだことがありますか
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問４ 田んぼ

問５ 森や山

問６ 運動場や公園など

問３ 川
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問３～６ 市内の自然で遊んだことがありますか(年度別)



問１～６ 生きものの好感度・ホタル・自然遊び ～概要～

【ホタル目撃経験】

• 市内でゲンジボタルを見たことが「ある」と回答した児童は、79.0％となりました。
• 「小学校区内」でゲンジボタルを見たことがあると回答した児童は、31.3％、「小学

校区外」で見たことがあると回答した児童は、47.7％でした。市内の広い範囲でゲ
ンジボタルが目撃されていることがわかりました。

【自然体験の有無】

• 市内の自然（川、田んぼ、森、運動場や公園など）で遊んだことがある児童は89.0％
で、過去数年と比べてやや低下しました。

• 自然体験をした場所は多い順に、運動場や公園＞川＞森や山＞田んぼでした。

【生きものに対する意識】

• 生きものが「好き」と回答した児童は39.3％で、調査を開始したH27年度以降で最も
高い数値でした。

• 「好き」または「どちらかというと好き」と回答した児童は合わせて77.1％で、過去最
高値であったR5年度、R4年度に次ぐ高い数字でした。



問３～６ 市内の〇〇で遊んだことがありますか
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69.4% 19.9% 3.9% 6.8%全体 (n=281)

毎食 週に1～２回 月に１回 「農都のめぐみ米」を知らない

14.2% 13.5% 72.2%全体 (n=281)

知っていて、自分で分別できる 知っているが、分別はできない 知らない、聞いたことがない

38.8% 28.8% 29.2% 3.2%全体 (n=281)

十分に遊べている（満足している） もっとたくさん遊びに行きたい あまり遊びに行きたくない その他

問７ 自然遊びについて、どのように感じていますか

問８ 学校給食で食べているお米のうち
農都のめぐみ米はどれくらい食べていると思いますか

問９ プラごみの分別方法が変わるのを知っていますか



問10 地球温暖化対策としてあなたができる簡単なこと

【緩和策】
二酸化炭素を出さない/減らす取り組み
二酸化炭素を吸収する取り組み

回答例
・使わない電気は消す
・近場は徒歩や自転車で移動する

【適応策】
気温の上昇に向けた暮らしの行動変容

回答例
・暑い日は気温にあった服装ですごす
・扇風機を持ち歩く

【普及啓発】
周りに広めるための取り組み

回答例
・4Rの取り組みをみんなに広げていく
・身の回りでできることを書いたポスター
を作る

【その他】
上記の何れにもあてはまらないもの

回答例
・ごみを見つけたら拾う
・自然や動物を大事にする
・野菜を多く食べる
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自分自身が取り組めると思う地球温暖化対策の例を考え、自由回答（自由入力欄に入力）
自由記述を【緩和】・【適応】・【普及啓発】・【その他】に分類



問７～１０ 自然遊び/農都のめぐみ/プラごみ/温暖化 ～概要～

【プラごみの分別方法】

• 丹波篠山市で令和7年1月からプラスチックごみの分別方法が変わることについて、
児童は「知っていて、自分で分別できる」が14.2％、「知っているが、分別はできな
い」が13.5％、「知らない、聞いたことがない」が72.2％でした。

【自然遊び】

• 自然遊びを「十分遊べている」と感じている児童は38.8％、「もっとたくさん遊びた
い」と感じている児童は28.8％でした。

【農都のめぐみ米】

• 丹波篠山市では、学校給食用のお米の全量を環境と生きものに配慮した「農都の
めぐみ米」としている。このお米を食べている頻度として、児童は「毎食」が69.4％、
「週に1～2回」が19.9％、「月に1回」が3.9％、「農都のめぐみ米を知らない」が6.8％
でした。

【地球温暖化対策】

• 地球温暖化対策として児童自身が簡単にできることを自由記述で質問したところ、
二酸化炭素を減らすまたは吸収するための緩和策の取り組みが85.4％でした。


